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いつもそこにある安心感 

ネーミングやデザインの工夫 

薬屋さんの 
お土産 

置き薬はできるだけ使用してもらえるよう、
ネーミングやパッケージのデザインに工夫が
凝らされています。中には類似商品なども
作られることがありました。 

置き薬は居間の柱にかけられたり、紙製の引き出しに納められて、い
つも身近な所に置かれていました。これらの収納用の袋（厚袋）は
それ自体、宣伝のための媒体で、時代の変化をうつしています。 

薬屋さんは紙風船、ゴム風船などの、お土産をプレゼントしてくれました。
風船の他に、左のような台所に貼る火の用心の札も定番でした。「食い
合わせ」などが印刷され、健康に関する知識の普及に一役買いました。 
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文書館資料にみる 
病気・医療・健康 

  

「｢御蔵本日記｣（徳山毛利家文庫）元禄 10年 7月 13日条 身を保つ⑥ 

 

 

 
江戸時代、藩士や庄屋などの諸役

人が湯治と称して職務を離れ往来する
場合、事前に藩の許可が必要でした。
徳山藩の場合、その許認可決裁の記
述が｢御蔵本日記｣（徳山毛利家文
庫）に少なからず見うけられます。その
記述を湯治先毎に集計したものが裏面
の表です。 
約 700 例を数え、湯治先のほか往

来日数も明らかになる場合があり、傾向
のようなものをうかがうことができます。最
遠の湯治先が上州草津温泉（群馬
県）、その認められた往来日数は 200
日に及びます。 
時代を通して山口湯田への湯治が多

かったといえます。また、豊臣秀吉がよく
愛用したことで有名な摂州有馬温泉
（兵庫県）は往来日数平均約 40 日
と遠方ながら高かったといえますが、次第
に足が遠のいていったようです（上写真
は「医師衆申候ハ有馬入湯可然由申
候」と、医師が有馬温泉行きを勧めてい
る箇所です）。 

馴染みの道後や別府の温泉行きも
少なくなかったし、その他の中には当地、
長門国の川棚（現下関市）48 例、
俵山（現長門市）28 例、深川（左
同）15例も含まれています。 

5回も湯治を認められた藩士がいます。
寛政 7 年（1795）から文化 8 年
（1811）まで 17 年間に 5 回、延べ
130 日にわたり山口湯田温泉行きを認
められています。有馬行きを元禄 5 年
（1692）から宝永 2 年（1705）の
間に 4回も認められた庄屋もいました。 
中には社寺参詣も兼ねている場合も

あり、例えば有馬湯治と伊勢参りを兼ね
た場合などは 90 日、３ヶ月もの往来が
認められています。 

温泉同様湯治の役割を果たした伝
統的なものに蒸気浴の石風呂があり、
石風呂への往来についても日記はとらえ
ています。根強く愛用され、大いに盛行
した時期もあったことがうかがえます。 
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｢御蔵本日記｣（徳山毛利家
文庫）1,166 冊は、萩藩の支
藩 徳 山 藩 の 元 禄 元 年
（ 1688 ） か ら 明 治 元 年
（1868）までの政務日記です
が、当時の藩領内の社会状況
を日々活写しており、人々の往
来に関わる記述も少なくありませ
ん。 

 
 

湯治（温泉と石風呂） 



 

身を保つ⑥ 第 11回中国四国地区アーカイブズウィーク（山口県文書館） 
 

 
石風呂は鎌倉時代までさかのぼる湯治方で、今日まで

連綿として使われるものさえあります。日記からは元禄 15
年（1702）宮島、元文 3 年（1738）生野屋村（現
下松市）、明和 6 年（1769）大島郡、安永 7 年
（1778）柳井、天明 3 年（1783）福川村真福寺、
同 5 年（1785）大島郡、同 8 年（1788）久米村
慈福寺、寛政 12 年（1800）本正寺、文政 6 年

（1823）徳山権現藪などに石風呂が設営されていたこ
とが判明します。 
天明年中の福川村真福寺の場合 8 例の利用、寛政

年中の久米村慈福寺の場合同じく 8 例の利用など集中
的に記録されるほか、寛政 3 年（1791）正月 24 日
条には脚気の藩士が自宅に石風呂を設営し療養する話
も描かれています。 

 
 

 

徳山藩領民の 
湯治回数 

山口 
湯田 

摂州 
有馬 

伊予 
道後 

豊後浜脇 
（別府） その他 計 

元禄（1688）～
正徳（1714） 10 37 12 0 3 62 

享保（1719）～
宝暦（1763） 75 112 79 3 67 336 

明和（1764）～
文化（1817） 143 42 34 48 3 270 

文政（1818）～
文久（1863） 14 0 0 19 3 36 

計 242 191 125 70 76 704 
平均往来日数 14.8 40.9 42.4 （21）* － － 

*豊後浜脇は往来日数が分かるのは一例のみ 
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（左）「薬袋」（佐川家文書〔大島町〕653）、（右）「亀田すいだし膏薬」（亀田家文書 101・102） 医学あれこれ① 

 

 

 
日本の神話には、貝を擬人化した

女神が登場します。 
『古事記』では「𧏛𧏛貝比売」・「蛤貝

比売」、『出雲国風土記』では「支佐
加比売」・「宇武賀比売）」と表記さ
れ、それぞれキサガイヒメ（キサカヒ
メ）、ウムギヒメ（ウムカヒメ）と読み、
赤貝と蛤（ハマグリ）を擬人化してい
るようです。 
神話では、兄神たちである八十

（やそ）神から嫉まれた大国主神が、
八十神が猪と偽って山上より転がした
焼岩を抱き止めて焼け死んだところへ、
神産巣日之命（かみむすびのみこと）
が娘のキサガイヒメ・ウムギヒメを派遣
し、治療を施すと、大国主神は蘇生
したとあります。国つ神の代表格であ
る大国主は、「貝」の力によって再生し
たのです（貝には実際に薬効がある
そうです）。 
この神話と関連があると思われます

が、山口市徳地堀の出雲神社（周
防二の宮）の末社に「具明神」があり

ます（裏面①）。𧏛𧏛貝比売・蛤貝比
売ほか一神を祭っており、その社伝に
は、疱瘡の守護神であり、永禄年ま
では社格をもっていたが、のち本社に
遷したこと、藩主宗広公・斉房公の疱
瘡の加持祈祷をおこなったこと等を記
しています（「防長風土注進案」）。 
「貝明神」は、記録上 2 箇所（柳

井市柳井の代田八幡宮・同市遠崎
の松堂八幡宮）で確認でき、代田
八幡宮のものは、「右地主ノ神ハ、今
社ノ堺（境）内、左腋ニ長三尺計ノ
石アリ。即貝明神ト唱テ、疱瘡守護ノ
神也」（「玖珂郡志」）として現存し
ています（裏面②）。 

貝、とくにハマグリは古来膏薬等の
容器として使われ、当館にもいくつか
の資料があります（写真上・右）が、
そこには、容器としての貝の有用性の
ほかに、以上のような「病を癒やす」実
際の薬効や歴史的・神話的な背景
があるのかもしれませんね。 
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「混元丹 一貝」 

混元丹は、多くの薬効をもつとして
いま話題の「プラセンタ」（胎盤由
来の医薬品）です。すでに戦国
時代には贈り物として、貝に詰め
て運ばれていたことがわかります。 
（浦家文書巻 1 「杉弘相書
状」） 

（解説シート 13参照） 
 
 

神話と「貝」 ～「貝明神（具明神）」と薬の容器 
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